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企画展示２ 

郷土の新聞が伝えた近代日本の

対外戦争・原爆 
〜明治期から現代まで〜 
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明治になって国民皆兵を理念とする徴兵令が施行され、

近代国家の常備兵として日本軍が生まれました。日本の軍

隊が外国へ派兵されたのは、明治 7(1874)年の台湾出兵

を最初として、明治 27(1894)年の日清戦争、明治

37(1904)年日露戦争、大正 3(1914)年第一次世界大戦

と、ほぼ 10 年おきに海外への派兵は続きます。さらに昭

和 6(1931)年の満州事変以後は十五年戦争とも呼ばれる

とおり、昭和 20(1945)年 8 月の原爆投下・無条件降伏

まで、常時、戦争の当事国でした。郷土資料センターでは、

明治期以後の郷土の新聞を閲覧できます。それぞれの戦争

について、郷土紙でどんな報道がなされたか、たどります。 

 

 

令 和 4 年 7 月 5 日 

長崎県立長崎図書館 
郷土資料センター 
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郷土の新聞が伝えた日本の戦争 展示資料（複製）一覧

 

見出し 日付・新聞名

1 【日清戦争】特派員派遣ノ社告 明治27(1894)年７月１７日付「鎮西日報」

2 【日清戦争】韓廷の局面竟に一変 明治27(1894)年７月２４日付「鎮西日報」

3 【日清戦争】日清間艦戦開戦の詳報 明治27(1894)年７月３１日付「鎮西日報」

4 【日清戦争】連載小説が全文伏字 明治27(1894)年８月３日付「鎮西日報」

5 【日清戦争】開戦の通知・新聞検閲 明治27(1894)年８月３日付「鎮西日報」

6 【日清戦争】宣戦詔勅・我陸軍の大勝 明治27(1894)年８月4日付「鎮西日報」

7 【日清戦争】勝敗の報は知らしめざる可らず 明治27(1894)年８月８日付「鎮西日報」

8 【日清戦争】我兵破竹の勢いならん/日清艦隊激戦地海洋嶋之図 明治27(1894)年９月２２日付「鎮西日報」

9 【日清戦争】日清休戦条約文 明治28(1895)年4月5日付「鎮西日報」

10 【日清戦争】講和条件 明治28(1895)年4月24日付「鎮西日報」

11 【日清戦争】〔三国干渉〕詔勅 明治28(1895)年5月16日付「鎮西日報」

12 【日露戦争】(鎮西寄書)必ず開戦せよ 明治36(1903)年7月10日付「鎮西日報」

13 【日露戦争】宣戦前の実戦/中立国内の交戦 明治37(1904)年2月7日付「鎮西日報」

14 【日露戦争】戦時の国民/外交的関係断絶 明治37(1904)年2月9日付「鎮西日報」

15 【日露戦争】⾧崎其他の戒厳令 明治37(1904)年2月16日付「鎮西日報」

16 【日露戦争】二百三高地占領 明治37(1904)年12月4日付「鎮西日報」

17 【日露戦争】(日本海海戦)敵艦隊全滅 明治38(1905)年5月30日付「鎮西日報」

18 【日露戦争】休戦の決定/講和条件要領 明治38(1905)年9月1日付「鎮西日報」

19 【日露戦争】（講和条件に対する）東京の各新聞 明治38(1905)年9月5日付「鎮西日報」

20 【日露戦争】（講和反対の）市民大会 明治38(1905)年9月12日付「鎮西日報」

21 【日露戦争】（講和に対する）東洋日の出新聞 宣言 明治38(1905)年9月11日付「東洋日の出新聞」

22 【第1次世界大戦】日独国交断絶 大正 3(1914)年8月24日付「東洋日の出新聞」

23 【第1次世界大戦】対支那談判（対華21か条要求） 大正 4(1915)年2月21日付「東洋日の出新聞」

24 【第1次世界大戦】外交研究会合（対華21か条要求） 大正 4(1915)年5月12日付「東洋日の出新聞」

25 【第1次世界大戦】今日平和デー（戦争終結） 大正 8(1919)年7月1日付「東洋日の出新聞」

26 【満州事変】今回の満鉄線破壊は支那側の計画的行動 昭和6(1931)年9月23日付「⾧崎新聞」

27 【満州事変】満州国の輝かしい誕生 昭和7(1932)年3月2日付「⾧崎日日新聞」

28 【日中戦争】“日本軍より突如発砲 支那軍是に応戦せり”（盧溝橋事件） 昭和12(1937)年7月9日付「⾧崎日日新聞」

29 【日中戦争】（南京陥落）爆発した県民の歓喜 昭和12(1937)年12月14日付「⾧崎日日新聞」

30 【日中戦争】国民政府を認めず 昭和13(1938)年1月17日付「⾧崎日日新聞」

31 【二・二六事件】（後藤内相、臨時総理大臣） 昭和11(1936)年2月27日付「⾧崎日日新聞」

32 【太平洋戦争】宣戦の大詔を拝す/人類の宿敵今ぞ討たる
昭和16(1941)年12月9日付「⾧崎日日新聞」・「⾧崎

民友新聞」

33
【太平洋戦争】アリューシャン列島を攻略・米空母二隻を撃沈（ミッド

ウェー海戦）
昭和17(1942)年6月11日付「⾧崎日報新聞」

34 【太平洋戦争】本土決戦を待つ新兵器 敵来たらば一挙撃砕 昭和20(1945)年7月22日付「⾧崎新聞」

35 【太平洋戦争】広島市を焼爆攻撃（原爆） 昭和20(1945)年8月7日付「⾧崎新聞」

36 【太平洋戦争】⾧崎市に新型爆弾 昭和20(1945)年8月10日付「⾧崎新聞」

37 【太平洋戦争】偽騙行動で不意打・新型爆弾に厳戒を要す 昭和20(1945)年8月11日付「⾧崎新聞」

38
【太平洋戦争】恐れるな新型爆弾・勝つ手あり/露出部は全部隠せ・待

避に蒲団を被れ
昭和20(1945)年8月11日付「⾧崎新聞」

39
【太平洋戦争】防げるぞ新型爆弾 戦訓いかす『心得十六項目』/⾧崎

要塞司令部許可済み（写真）
昭和20(1945)年8月13日付「⾧崎新聞」

40 【太平洋戦争】大東亜戦争終結の聖断降る 昭和20(1945)年8月15日付「西日本新聞」

41 【戦後】一瞬吹飛ぶ広島城 死傷者二十万を超ゆ 昭和20(1945)年8月23日付「⾧崎新聞」

42 【戦後】原子爆弾一ヶ月後の現地 昭和20(1945)年9月15日付「⾧崎新聞」

43 【戦後】健康者が続々死ぬ 恐怖の第三群症状 昭和20(1945)年9月16日付「⾧崎新聞」

44 【戦後】一枚の新聞に描くわが生活の再設計 昭和20(1945)年9月21日付「⾧崎新聞」

45 【戦後】絢爛偲ぶ奉納踊り ⾧崎復興は先づ諏訪社頭から 昭和20(1945)年10月8日付「⾧崎新聞」

46 【原爆の日】特集 令和2(2020)年8月9日付「⾧崎新聞」

47 【原爆の日】特集（英団体「D＆ADアワーズ2022」金賞受賞広告 令和3(2021)年8月9日付「⾧崎新聞」



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日清戦争】特派員派遣ノ社告

日清戦争は（明治27年〜28年）は朝鮮の清国か
らの独立を目指して、朝鮮半島および中国の遼
東半島を戦場にして、日清両国が戦った戦争。
勃発する前に、長崎の郷土紙「鎮西日報」は
「迅速且ツ確実ニ報道スルノ必要ヲ認メ」独自
に特派員を朝鮮国へ派遣した。



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日露戦争】（講和に対する）東洋日の出新聞 宣言  明  

全国の多くの新聞各社が講和反対の論戦を張る中、県内では唯一、東洋日の出新聞のみ講和条約に賛成の立場を表明した。

「非講和大会と云ふ者に反対です。・・此上に忠勇の将士卒を殺さしめる事は日露共に無用且つ有害」といい、これ以上の戦

争被害を避けるために講和が必要との立場である。 

【日露戦争】(鎮西寄書)必ず開戦せよ

日露開戦にあたり、主戦論者であった法学博士
戸水寛人（帝国大学法科大学教授、現在：東京
大学法学部）の寄稿を掲載。議論の可否は記者
の責ではないとしながらも、「尊敬すべき学者
の時論として読者に紹介する」という。

【日露戦争】(日本海海戦)敵艦隊全滅

5月27日対馬沖、北上してきたバルチック艦隊を
佐世保から出撃した日本海軍が迎え戦った。全
面を使い海戦の経過を詳報した。

【日露戦争】（講和反対の）市民大会

ポーツマス条約に対する反対運動は、9月5日東
京で日比谷焼打事件を起こすが、長崎でも長崎
新報・九州日の出新聞社・長崎新聞社・鎮西日
報の新聞四社が主催して講和反対の市民大会を
開催した。参加者は4500名に達した。



 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 1 次世界大戦】今日平和デー（戦争終結）     大正 8(1919)年 7 月 1 日付「東洋日の出新聞」 

パリのベルサイユ宮殿での会議の結果、6月 28 日に講和条約が締結された。戦争終結を受けて、長崎においても大祝賀会が催さ

れた。 

【第1次世界大戦】日独国交断絶

大正 3(1914)年7月に欧州で始まった戦争に、日
本は日英同盟を理由にドイツに対し宣戦布告し
て参戦した。陸海軍ともに、予定の行動を執っ
たというが、行軍の詳細については事前の検閲
で伏字だらけとなり伝えられない。

【第1次世界大戦】対支那談判（対華
21か条要求）

第1次世界大戦に参戦した日本は翌大正5年1月18
日に中国袁世凱政府に対して21か条にわたる要
求を突き付けた（対華21か条要求）。要求の内
容は他国に対して秘密にすべきとし、国内でも
詳細な報道はなされないまま、交渉は難航し
た。中国は各国に内容を公表し、日本との交渉
を有利にしようとした。日本は、このあと要求
内容を変更し、5月７日に中国へ最後通牒を突き
付けた。



 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【満州事変】今回の満鉄線破壊は支那
側の計画的行動

昭和6年9月18日、中国東北部（満州）奉天近郊
の柳条湖で満州鉄道の線路が爆破される事件が
起こった。爆破したのは中国兵だとして、それ
に対して日本の守備隊が反撃したことが満州事
変の始まりとなった。この柳条湖事件を起こし
たのは中国兵ではなく、日本の関東軍であった
ことは、昭和20年に戦争が終わったあとに明ら
かになる。



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【太平洋戦争】長崎市に新型爆弾 

8月9日14時45分の西部軍区司令部発表として、長
崎市への原爆投下についての最初の報道は、「詳
細目下調査中なるも被害は比較的僅少の見込み」
という内容である。この発表は、当時立山防空壕
（当郷土資料センターに隣接）で執務していた知
事からの第一報に基づいている。原爆投下の翌日
に新聞が発行できたのは、西日本新聞と提携して
代行印刷・発行を委託していたためで、当日の西
日本新聞も題字が変わるだけで全く同じ紙面で発
行されている。一面のトップ記事は8月9日17時大
本営発表のソ連参戦の記事である。 

【太平洋戦争】防げるぞ新型爆弾 戦訓いかす『心得十六項
目』/長崎要塞司令部許可済み（写真） 

防空総本部関係者が被災地に出張研究の結果として新型爆弾
に対する16項目の対策を発表した。なかには「七、軍服程度
の衣類を着用して居れば火傷の心配はない、防空頭巾、手袋
を併用すれば頭、顔、手を完全に護ることが出来る」など、
このあとに明らかになる被害の実相とはかけ離れている内容
も含まれる。写真は長崎要塞司令部許可済で、「②焼跡を視
察する永野知事」などの説明があるので、場所は特定できな
いが原爆被災地の写真だと考えられる。 



 
 

 

 

 

 

 

【戦後】原子爆弾一ヶ月後の現地 

昭和 20(1945)年 9 月 15 日付「長崎新聞」 

写真には「一瞬にして廃墟と化した浦上天主堂─無残にもちぎれ飛んだ聖像の首─」との説明あり。「被爆者
続々と死亡 絶えぬ街の火葬」の見出しに被爆後の実相が端的に表現されている。下の「記念物として天主
堂を保存」の見出しで、被爆１ヶ月後には浦上天主堂の保存に関する議論があったことを伝えている。 


